
啄
木
の
山
、
啄
木
の
川

玉
山
地
域
と
い
え
ば
ま
ず
は
歌

人
の
石
川
啄
木
。
玉
山
随
一
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
石
川
啄
木
記
念
館
の

嶋
千
秋
館
長
は
、
渋
民
小
学
校
に

校
長
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
縁
で

玉
山
の
自
然
景
観
に
魅
せ
ら
れ
、

玉
山
の
住
人
に
な
り
ま
し
た
。

「
玉
山
の
観
光
は
、
ま
ず
一
つ
は

姫
神
山
、
岩
洞
湖
と
い
っ
た
自
然

景
観
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
啄

木
文
学
に
よ
る
文
学
的
景
観
で
し

ょ
う
」
と
、
旧
玉
山
時
代
は
観
光

協
会
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

２
０
０
６
年
に
旧
玉
山
村
が
盛
岡
市
と
合
併
し
２
年
。
２
０
０
８
年
４
月

１
日
、
盛
岡
市
は
中
核
市
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
歩
き
始
め
ま
す
。
そ
し
て

同
じ
日
、
当
会
議
所
も
玉
山
商
工
会
と
合
併
し
、
新
生
盛
岡
商
工
会
議
所
が

誕
生
し
ま
す
。
エ
リ
ア
が
広
が
れ
ば
、
事
業
チ
ャ
ン
ス
も
広
が
り
ま
す
。
観

光
振
興
と
企
業
誘
致
の
観
点
か
ら
、
玉
山
地
域
の
魅
力
を
探
っ
て
み
ま
し

た
。
会
議
所
の
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
玉
山
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

向
け
、
そ
の
魅
力
を
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

祝 

玉
山
商
工
会・盛
岡
商
工
会
議
所
合
併
記
念

玉
山
地
域
の
魅
力
を
探
る

特
集

格
調
高
い
短
歌
を
基
本
に
し
な
が

ら
、
単
に
花
鳥
風
月
で
は
な
く
、

現
代
に
も
マ
ッ
チ
す
る
さ
り
げ
な

い
日
常
の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に

詠
っ
て
い
た
の
で
す
」
と
嶋
館
長

は
啄
木
の
歌
の
価
値
を
語
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
も
啄
木

の
歌
に
多
く
の
人
が
共
感
し
、
こ

の
地
を
訪
ね
る
の
で
し
ょ
う
。

修
学
旅
行
が
啄
木
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
る
若
者
も
い
ま
す
。
日

本
女
子
大
、
共
立
大
の
附
属
中
学

な
ど
は
、
毎
年
啄
木
を
学
び
に
訪

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
次

代
の
啄
木
を
見
出
す
べ
く
、
盛
岡

市
で
は
「
短
歌
甲
子
園
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
開
会
式
は
玉
山

地
域
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
学
生
た
ち
が
啄
木
の
歌
の
背

景
で
あ
る
「
玉
山
」
を
感
じ
、
歌

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

地
元
が
支
え
る
啄
木
遺
産

地
元
で
も
古
く
か
ら
、
啄
木
を

教
育
に
取
り
入
れ
、
親
し
ん
で
き

ま
し
た
。
玉
山
の
子
ど
も
た
ち
は

ま
ず
、
か
る
た
か

ら
啄
木
の
世
界
に

触
れ
て
い
き
ま

す
。
嶋
館
長
は

「
渋
民
小
の
６
年

生
は
年
に
２
回
記

念
館
で
清
掃
活
動

を
行
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
渋
民
中

は
、
国
語
の
選
択

で
、
３
年
生
が
１

年
生
に
記
念

館
で
解
説
を
す

る
授
業
も
あ
る

ん
で
す
よ
」
と

小
中
学
校
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
渋
民

中
の
３
年
生
は
記
念
館

な
ど
で
一
生
懸
命
勉
強

し
、
後
輩
た
ち
に
「
啄
木
」

を
伝
え
て
い
く
そ
う
で
す
。

ま
た
、
地
元
の
大
人
た
ち
も
、

啄
木
と
い
う
遺
産
を
生
か
す
活
動

を
し
て
い
ま
す
。「
商
工
会
の
女

性
部
は
旧
渋
民
尋
常
小
学
校
の
障

子
の
張
替
え
を
行
っ
て
く
れ
ま
す

し
、
建
設
に
携
わ
っ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
は
、
防
腐
処
理
や
簡
単
な
修

理
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
渋

民
啄
木
会
さ
ん
は
、
９
〜
10
月
は

斉
藤
家
で
囲
炉
裏
に
火
を
た
い
て

燻
蒸
し
な
が
ら
お
客
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
ま
す
」

と
、
嶋
館
長
。
記
念
館
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
は
で
き
な
い
地
元
の
協
力

体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
啄
木
」と「
企
業
誘
致
」

玉山地域のシンボル姫神山

い
た
嶋
館
長
。

お
話
に
よ
れ
ば
、
姫
神
山
は
1

時
間
半
で
登
れ
る
適
度
な
距
離
か

ら
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
愛
好
家
に

も
人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。「
奥

羽
山
脈
と
北
上
山
地
が
一
望
で
き

る
し
、
岩
手
山
が
よ
う
見
え
る
ん

だ
よ
ね
」。
お
勧
め
の
季
節
は
春

と
夏
。
春
先
に
咲
く
ス
ズ
ラ
ン
の

花
は
、
か
つ
て
は
村
の
花
と
し
て

観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
四
季
を
通

し
て
楽
し
め
る
岩
洞
湖
や
外
山
森

林
公
園
、
星
空
が
美
し
い
天
峰

山
、
田
畑
や
牧
草
地
な
ど
の
美

し
い
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
豊
か
な
玉
山
の
自
然
の
中
で

育
っ
た
啄
木
は
、
自
然
破
壊
へ
の

警
鐘
を
訴
え
る
文
章
も
残
し
て
い

ま
す
。

啄
木
と
い
う
大
い
な
る
遺
産

啄
木
は
、
非
日
常
的
な
特
別
な

世
界
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
生
活
者
の
感
覚
を
わ
か
り
や

す
い
表
現
で
三
行
詩
に
し
ま
し

た
。「日

本
の
奈
良
時
代
か
ら
続
く

（上）渋民公園には啄木の第１号歌碑あり。
短歌甲子園出場の学生も訪れます。

（下）啄木の世界にひたる石川啄木記念館。
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豊
か
な
自
然
が

工
業
地
の
魅
力
に

玉
山
地
域
は
、
工
業
用
地
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
玉

山
区
は
岩
手
山
の
伏
流
水
が
多
い

地
域
で
、
地
下
水
が
工
業
用
水
と

し
て
使
え
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

れ
は
工
業
用
地
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
る
大
き
な
要
因
で
す
」
と
語

る
の
は
、
盛
岡
市
商
工
観
光
部
企

業
立
地
推
進
室
の
村
井
淳
室
長
。

「
こ
れ
ま
で
盛
岡
市
で
は
、
工
業

用
水
の
不
足
や
土
地
利
用
計
画
な

ど
の
制
限
も
あ
り
、
大
き
な
工
業

用
地
の
確
保
が
で
き
ず
、
な
か
な

か
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
玉
山
区
が
市

町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
こ
と

で
、
新
た
な
企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
企
業
立
地
促
進
法
に
よ
り
、

盛
岡
広
域
地
域
は
、
組
込
み
ソ
フ

ト
や
Ｉ
Ｔ
・
シ
ス
テ
ム
関
連
産
業

の
集
積
を
計
画
し
て
お

り
、
玉
山
区
は
、
携
帯

電
話
や
家
電
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
機
能
な

ど
、
組
込
み
ソ
フ
ト
を

利
用
す
る
よ
う
な
製
造

業
者
や
県
で
力
を
入
れ

て
い
る
自
動
車
関
連
企

業
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
村
井
室
長
は
予
測
し
て
い

ま
す
。

工
業
団
地
の
計
画
は
合
併
計
画

時
に
す
で
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

18
年
、
19
年
と
調
査
を
進
め
、
今

年
度
、
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
っ

た
上
で
、
具
体
的
な
計
画
が
出
さ

れ
る
予
定
で
す
。
県
立
大
学
な

ど
、
Ｉ
Ｔ
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
大
学
を
も
ち
、
人
材
確
保
も
可

能
な
盛
岡
に
と
っ
て
も
新
た
な
展

開
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

活
用
の
道
を
開
く

渋
民
地
域
は
駅
も
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
近
い
と
い
っ
た

交
通
の
便
の
よ
さ
、
ま
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
も
あ
り
、
利
便
性
も
向
上
し
て

き
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
工
事
が
完
成

す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
観
光
や
流
通

旧渋民小の２階教室。建物は様々な用途に使われ続けて記念館へ来ました。トタン屋根では歌が生きないと仕
様にはこだわってきたそうです。「その昔／小学校の柾屋根に我が投げし鞠／いかにかなりけむ　の歌など、
この屋根じゃなければだめでしょう」と、嶋館長は語ります。

白、緑、黒、三色のお豆腐をつくるまごころ豆腐工房
（左）、お漬物中心の食工房さんきゅう（右）、を始め、
体験可能な食の工房を持ち、温泉、産直施設がある
「ユートランド姫神」（上）は玉山区の観光スポットの
目玉。特産品の黒平（鴈喰）豆は、豆はもとよりお豆
腐ほか色々な商品が揃います。

■取材協力
石川啄木記念館　　019-683-2315
ユートランド姫神　019-683-3215

の
便
も
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
。

啄
木
、
姫
神
山
、
岩
洞
湖
、
薮

川
そ
ば
、
ホ
ル
モ
ン
鍋
、
黒
平

豆
、
ゆ
で
た
ま
ご
、
木
工
品
の

他
、
外
山
節
や
神
楽
と
い
っ
た
文

化
も
含
め
、
玉
山
の
地
域
資
源
は

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
嶋
館

長
は
、
こ
の
「
点
」
の
観
光
ア
イ

テ
ム
を
、
い
か
に
「
線
」
に
す
る

か
が
今
後
の
発
展
の
鍵
と
見
て
い

ま
す
。
啄
木
の
歌
に
よ
る
心
の
癒

し
を
生
か
す
、
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
地
域
発

展
の
鍵
で
あ
る
企
業
誘
致
。
玉
山

地
域
に
大
規
模
な
工
場
等
の
誘
致

が
で
き
れ
ば
、
盛
岡

広
域
圏
の
雇
用
や
個

人
所
得
、
消
費
に
与

え
る
影
響
も
大
き
く
、

関
連
産
業
も
含
め
た

経
済
効
果
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
盛
岡
市
を
中
心

と
し
た
積
極
的
な
誘

致
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

天
峰
山
の
麓
に
は
、

在
京
の
玉
山
出
身
者
に
よ
る
桜
の

植
樹
が
な
さ
れ
、
数
年
後
の
開
花

を
待
っ
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化

と
い
う
花
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に

当
所
で
は
今
後
も
玉
山
地
域
や
関

係
機
関
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

取
材
／「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
」企
画
編
集
委
員
会

湧き水は生出湧口が有名です
が、啄木が通った愛宕神社近
くにも周辺の住民が守る清水
がありました。
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